
２
０
２
５
年
11
月
10
日
、
八
幡
平
ハ
イ
ツ
に
て
「
大
幅
賃
上
げ
・
雇
用
と
仕
事
を
守
る
運
動
を
広
げ
よ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第
27
回
建
交
労
鉄
道
岩
手
地
方
本
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

２
０
２
４
年
度
の
活
動
報
告
、
２
０
２
５
年
度
の
方
針
案
、
役
員
改
選
な
ど
を
め
ぐ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
乗
務
員
の
不
足
に
よ
り
列
車
が
運
行
で
き
な
い
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
が
共
有
さ
れ
、
乗
務
員
の
大
幅
な
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
直
助
役
の
勤
務
体
制
が
日
勤
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、
夜
間
の
異
常
時
対
応
に
支
障
が
出
て
お
り
、
青
森
や
仙
台
へ
の
指
示
依

頼
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
現
状
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
泊
ま
り
体
制
の
復
活
に
よ
る
運
行
の
安
定
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
空
転
が
発
生
す
る

時
期
に
は
乗
務
員
が
神
経
を
す
り
減
ら
し
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
現
状
も
報
告
さ
れ
、
鉄
道
輸
送
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
す
べ
き
と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
労
働
者
の
生
活
に
直
撃
す
る
影
響
が
深
刻
化
。
社
宅
の
廃
止
に
よ
り
ア
パ
ー
ト
へ
の
引
っ
越
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
家
賃
補
助
が
年
齢
と
と
も
に
減
額
さ
れ
る
問
題
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
格
差
や
最
低
賃
金
の
課

題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
方
針
案
で
は
、
戦
争
・
貧
困
・
失
業
に
反
対
す
る
建
交
労
の
姿
勢
を
貫
く
た
め
に
は
、
選
挙
に
よ
る
政
治
の
変
革

が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
大
軍
拡
や
裏
金
問
題
な
ど
旧
来
の
政
治
体
質
に
反
対
す
る
議
員
の
増
加
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
基
本
給
表
の
基
準
額
設
定
が
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
そ
の
撤
廃
を
求
め
る
方

針
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
の
拡
大
、
労
働
条
件
の
改
善
、
交
通
権
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
被
災
線
区
の
切
り
捨
て

や
赤
字
路
線
の
廃
止
、
駅
の
無
人
化
、
列
車
本
数
削
減
に
反
対
し
、
政
府
や
自
治
体
へ
の
要
請
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

今
年
のO

B

会
は
、
参
加
者
が
４
人
と
少
人
数
で
し
た
が
、
八
幡
平
ハ
イ
ツ
の
美
味
し
い
料
理
と
地
酒
、
カ
ラ
オ
ケ
で
の

懇
親
会
を
楽
し
み
、
来
年
も
同
じ
場
所
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
別
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

建
交
労
東
北
地
方
協
議
会
総
会

と
き

12
月
21
日
22
日
14
時
～
17
時

と
こ
ろ

L
a

楽
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン

建
交
労
鉄
道
岩
手
本
部

26
年
1
月
17
日

新
年
会

1
月
18
日

春
闘
学
習
会

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
力
に
変
え
、

公
共
交
通
鉄
道
の
未
来
を
守
る
た
め
に

共
に
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

！

建交労鉄道

建交労鉄道

２０２５年1Ⅰ月1６日
NO １９５号
発行責任者
須藤清成

第1９５号（P3） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年 １1月１６日第1９5（P1） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年11月16日

世
界
は
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル

今
、
世
界
の
多
く
の
国
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化

政
策
は
、
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
「
再

エ
ネ
・
省
エ
ネ
へ
の
積
極
的

な
投
資
で
脱
炭
素
だ
け
で
な

く
経
済
成
長
、
雇
用
創
出
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
も
実

現
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

一
方
で
日
本
政
府
は
、
原
発

と
石
炭
火
力
の
両
方
を
維
持

す
る
と
い
う
旧
態
依
然
で
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
頑
な
に
維
持
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
す
で
に
多
く
の
日

本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
複
数

の
日
本
版
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、

２
０
３
０
年
に
原
発
ゼ
ロ
・

石
炭
火
力
ゼ
ロ
を
想
定
し
、

そ
の
代
わ
り
に
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
を
大
幅
に
導
入
す
る
こ

と
で
、
現
行
政
府
案
に
比
較

し
て
よ
り
多
く
の
化
石
燃
料

輸
入
額
削
減
（
数
兆
円
レ
ベ

ル
の
国
富
流
出
の
回
避
）
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
額
削
減
、

電
気
代
削
減
、
雇
用
創
出
、

大
気
汚
染
に
よ
る
早
期
死
亡

回
避
、
地
域
再
生
な
ど
の
経

済
的
な
便
益
が
、
電
力
の
安

定
供
給
を
損
な
う
こ
と
も
な

く
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
、

具
体
的
か
つ
定
量
的
に
示
し

て
い
ま
す
。

今
、
日
本

は
か
つ
て
の

「
貿
易
立
国
」
で
は
な
く
、

主
に
化
石
燃
料
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
の
輸
入
に
よ
る

貿
易
赤
字
が
常
態
化
し
た
国

で
す
。
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
日

本
経
済
に
と
っ
て
死
活
問
題

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

原
発
推
進
の
本
当
の
理

由
は
？

政
府
は
、
原
発
推
進
の
理

由
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
や
温
暖
化
対
策
な
ど

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く

は
建
前
で
あ
り
、
利
権
維
持

が
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

核
兵
器
転
用
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

維
持
（
核
兵
器
産
業
保
護
）

を
目
的
と
考
え
て
い
る
国
や

人
も
存
在
し
ま
す
。
今
、
原

発
を
積
極
的
に
国
内
外
で
新

設
し
て
い
る
の
は
中
国
と
ロ

シ
ア
で
す
。
な
の
で
、
日
本

を
含
む
西
側
諸
国
の
中
に
は
、

技
術
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
独
占
、
核
不
拡
散
、
安
全

性
確
保
な
ど
の
面
で
懸
念
を

持
つ
国
も
あ
り
ま
す
。
順
調

で
は
全
く
な
い
も
の
の
、
い

わ
ゆ
る
西
側
諸
国
で
原
発
新

設
を
政
府
が
計
画
し
て
い
る

の
は
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
米

国
と
い
っ
た
核
兵
器
保
有
国

で
す
。
そ
れ
ら
の
国
で
は
、

原
発
産
業
、
核
兵
器
産
業
、

軍
隊
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
政
府
や
企
業
は

否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

R
A
B

モ
デ
ル
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
英
国
で
は
、
サ

セ
ッ
ク
ス
大
学
の
研
究
グ
ル
ー

プ
が
、
会
計
検
査
院
の
報
告

を
も
と
に
、
「
英
国
政
府
が

原
発
を
多
額
の
補
助
金
ま
で

出
し
て
推
進
す
る
の
は
、
国

民
が
払
う
税
金
や
電
気
料
金

を
使
っ
て
核
兵
器
産
業
を
保

護
す
る
た
め
」
と
い
う
報
告

書
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

い
び
つ
で
偏
っ
て
い
る
日

本
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス

止
め
る
の
は
今
し

か
な
い

政
府
は
２
０
２
４
年
度
中

に
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
の
閣
議
決
定
を
目
指
し

て
お
り
、
２
０
２
４
年
５
月

15
日
に
経
済
産
業
省
の
有
識

者
会
議
に
よ
る
議
論
が
始
ま

り
ま
し
た
。
し
か
し
政
策
決

定
に
関
わ
る
政
府
の
審
議
会

や
委
員
会
の
今
の
メ
ン
バ
ー

の
多
く
は
、
原
発
と
化
石
燃

料
に
依
存
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
よ
っ
て

利
益
を
得
る
人
々
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
い
び
つ
で
偏
っ

た
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
多
く
の
国
民
が
知
ら
な

い
う
ち
に
、R

A
B

モ
デ
ル
の

導
入
が
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
大
手
電

力
会
社
、
関
係
企
業
、
投
資

家
が
得
る
利
益
と
引
き
換
え

に
、
国
民
負
担
を
大
き
く
増

大
さ
せ
、
温
暖
化
対
策
を
結

果
的
に
遅
ら
せ
る
原
発
の
新

増
設
が
進
む
こ
と
は
必
至
で

す
。R

A
B

モ
デ
ル
の
導
入
や

第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
の
原
発
新
増
設
へ
の
方

針
転
換
を
止
め
る
た
め
に
は
、

今
、
強
く
明
確
にN

O

を
突
き

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ

１
７
３

R
A
B

モ
デ
ル

４

すこやかな命を未来につなぐ （1）

自然治癒力を高めるために（食べ物通信）

病気になったとき、昔は家庭で受け継がれてき

た手当てがありましたが、今ではすっかり医者任

せになりがちです。

薬に頼らず、健康に過ごすにはどうしたらいいので

しょうか。

日本人の多くが病気の時代に生きている現代で

は、ほとんどの人が何らかの病気と診断され、複

数の病気を抱えていることも珍しくありません。

医療技術が進歩し、細かい部分まで調べられるよ

うになった一方で、「なぜ病気になるのか」「ど

うすれば健康でいられるのか」がかえって分かり

にくくなっています。

病気が治らない理由とは？

薬で症状が消えても、それは“治った”とは限

らない現代医学は欧米を中心に発展した西洋医学

が基盤です。西洋医学では、熱が出たら下げる、

痛みがあれば止める、がんができたら手術で取り

除くといった「対症療法」が中心です。

しかし、たとえば発熱は、体温を上げることで

免疫細胞を活性化させ、病気の状態から元の健康

な状態に戻そうとする働きです。

これは、体が自ら治そうとする力——つまり「自

然治癒力」が働いている証です。

根本治療とは？ 病気の原因は日常生活にある多

くの病気は、これまで続けてきた生活習慣が原因

で起こります。だからこそ、問題のある生活を見

直すことが、唯一の根本的な治療法なのです。

日常生活は、食事（体に取り入れるもの）・生活習慣

（腸内環境など、見える体の部分）・メンタル（心や精

神など、見えない部分）この3つが大きく関わってい

ます。

自然に反した生活が病気の根本原因

不自然なものとは、もともと自然界に存在しなかっ

た人工物や化学物質などを指します。病気を防ぐ

ためには、毎日の生活をできるだけ自然に沿った

ものにし、体本来の働きを高めておくことが大切

です。

つまり、日々の過ごし方次第で、病気になるか

どうか、病気になっても健康な状態に戻れるかど

うかが決まるのです。

１８３



11
月
6
日
、
建
交
労

は「
改
憲
阻
止
・
大
軍
拡

の
推
進
反
対
！
物
価
高

騰
を
乗
り
越
え
る
秋
闘

を
展
開
し
よ
う
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
全
国
か

ら
約
１
０
０
名
が
東
京
・

霞
ヶ
関
に
結
集
し
、
終

日
行
動
を
展
開
し
ま
し

た
。今

回
の
中
央
行
動
は
、

交
通
運
輸
関
連
の
労
働

者
が
中
心
と
な
り
、
国

民
生
活
を
支
え
る
現
場

の
声
を
政
府
に
届
け
る

重
要
な
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
の
国

土
交
通
省
前
行
動
で
は
、

交
運
共
闘
（
建
交
労
・
自

交
総
連
・
検
数
労
連
・
海

貨
労
協
・
全
税
関
・
国
交

労
組
）
が
主
催
し
、
力
強

い
宣
伝
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
は
、
全

労

連

の
五

十

嵐

健

一

常
任
幹
事
、

日

本

共

産

党

の
堀

川

あ

き

こ
衆

院

議

員

が

連

帯

の
挨

拶
を
行
い
、

参

加

者

を

激
励
。
そ
の

後
、
自
交
総

連
・建
交
労
・

検
数
労
連
・
国
交
労
組

の
代
表
が
宣
伝
カ
ー
か

ら
訴
え
を
行
い
、
国
交

省
前
で
の
決
意
表
明
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は

国
土
交
通
省
か
ら
厚
生

労
働
省
、
経
済
産
業
省

へ
と
移
動
し
、
個
人
請

願
を
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ

の
省
庁
に
対
し
て
、
交

通
運
輸
労
働
者
の
実
情

を
踏
ま
え
た
政
策
改
善

を
求
め
る
声
が
届
け
ら

ま
し
た
。
請
願
行
動
で

は
、
働
く
現
場
の
切
実

な
声
を
一
人
ひ
と
り
が

直
接
伝
え
る
こ
と
で
、

行
政
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
る
意
志
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
中
央
行
動
は
、

物
価
高
騰
や
社
会
不
安

が
広
が
る
中
で
、
労
働

者
の
生
活
と
権
利
を
守

る
た
め
の
秋
闘
の
一
環

と
し
て
、
意
義
深
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
た
ち
は
「
現
場
の

声
を
無
視
す
る
な
」
と

力
強
く
訴
え
、
今
後
の

運
動
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

―

赤
字
ロ
ー
カ
ル

線
の
廃
止
・
事
故
の

背
景
・
地
域
の
声
を

踏
ま
え
た
政
策
転

換
を
求
め
て

―

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の

廃
止
に
よ
り
代
替
の
バ

ス
輸
送
も
減
便
・
廃
止

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

地
域
の
人
口
減
少
や

経
済
の
疲
弊
が
公
共
交

通
の
維
持
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。

鉄
道
事
業
者
で
の
事

故
・
不
正
の
背
景
に
は
、

外
注
化
や
検
査
の
簡
略

化
、
安
全
技
術
の
継
承

困
難
な
ど
が
あ
る
。
鉄

道
は
交
通
権
を
保
障
す

る
重
要
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
国
の
責
任
に
よ
る

政
策
転
換
が
必
要
。

具
体
的
な
要
請
事

項
地
元
の
声
を
反
映
し

た
公
開
協
議
の
必
要
性

―

非
公
開
協
議
へ

の
不
安
と
住
民
の
声

の
軽
視

―

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
早
期

復
旧
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ

新
潟
支
社
へ
の
指
導
。

カ
メ
ム
シ
対
策
の
不
十

分
さ
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

の
管
理
責
任
を
厳
し
く

指
導
。

組
合
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

県
、
沿
線
自
治
体
と
の

会
議
（
第
４
回
）
は
、

非
公
開
で
行
わ
れ
た
。

地
元
住
民
や
関
係
者
か

ら
「
公
開
で
の
協
議
を

求
め
る
声
」
が
上
が
っ

て
い
る

地
元
の
声
が
届
か
な

い
ま
ま
話
が
進
む
こ
と

へ
の
不
安
、
復
旧
が
進

ま
な
い
こ
と
で
乗
客
離

れ
が
進
む
懸
念
。

―

米
坂
線
復
旧
と

カ
メ
ム
シ
対
策
へ
の

厳
正
な
指
導
を

―

カ
メ
ム
シ
被
害
や
除

草
未
実
施
に
よ
る
農
業

へ
の
影
響
。
こ
う
し
た

問
題
が
複
雑
に
絡
ん
で

い
て
、
地
域
の
暮
ら
し

と
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
未

来
が
か
か
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
地
元

を
交
え
た
公
開
の
場
で

の
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

北
海
道

の
交
通
体

系
再
構
築
に
向
け

た
提
案

―

鉄
道
・
ト
ラ
ッ
ク
の

輪
送
網
整
備
と
観
光
・

災
害
対
応
力
の
強
化

―
北
海
道
の
総
合
交
通

体
系
の
構
築
に
向
け
て
、

国
と
道
が
協
議
し
、
道

民
的
な
議
論
を
深
め
る

こ
と
。
長
距
離
は
鉄
道
、

近
距
離
は
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
輪
送
網
の
整
備
提

案
。

―

函
館
本
線
の
バ
ス

転
換
案
再
検
討
と
新

札
幌
駅
開
業
遅
延
へ
の

対
応

―

函
館
本
線
（
山
線
）

の
バ
ス
転
換
案
の
再
検

討
。
観
光
・
物
流
・
災

害
時
の
迂
回
路
線
と
し

て
の
活
用
を
視
野
に
、

関
係
者
に
よ
る
協
議
の

場
を
設
置
。
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
収
入
増
に
向
け
た

支
援
策
の
検
討
。
観
光

列
車
の
活
用
や
車
両
貸

し
出
し
な
ど
の
取
り
組

み
促
進
。

北
海
道
新
札
幌
駅
の

開
業
遅
延
に
よ
る
地
元

へ
の
影
響
へ
の
対
応
。

地
元
企
業
・
自
治
体
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

具
体
策
の
提
示
を
も
と

め
た
。

鉄
道
貨

物
の
競
争

力
強
化
と
環
境
対

策―

C
O
・

削
減
に
向
け

た
輸
送
シ
フ
ト
と
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
支
援

―

Ｊ
Ｒ
貨
物
輸
送
の
競

争
力
を
高
め
る
こ
と
鉄

道
貨
物
へ
の
輸
送
シ
フ

ト
に
よ
るC

O
₂

削
減
の

推
進
。

―
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
構
造

的
課
題
へ
の
政
策
的
対

応
を

―

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
構
造
的

課
題
の
是
正
（
設
備
投

資
支
援
、
運
行
効
率
の

低
さ
、
路
線
使
用
料
制

度
改
革
な
ど
）
鉄
道
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
と
運
行

効
率
の
向
上
。
持
続
可

能
な
輸
送
体
系
の
構
築

に
向
け
た
協
力
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

交
通
権
の
保
障
と
地
域
交
通
の
再
生
に
向

け
た
国
土
交
通
省
へ
の
要
請
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村
山
富
市
さ
ん
、
石
破
茂
さ
ん

村
山
富
市
さ
ん
逝
く
、
101
歳

１
９
９
５
年
「
戦
後
50
年
談
話
」
を
発
表

「
植
民
地
支
配
と
侵
略
へ
の
お
わ
び
と
反
省
」

閣
議
決
定
で
発
表
、
内
外
か
ら
評
価
さ
れ
る

村
山
さ
ん
、
自
衛
隊
合
憲
を
認
め
た
の
は
残
念

石
破
さ
ん
、
「
戦
後
80
年
談
話
」
を
発
表

閣
議
決
定
に
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念

歴
史
認
識
の
大
事
さ
を
強
調

１
９
４
０
年
の
斎
藤
隆
夫
反
軍
演
説
を
評
価

真
面
目
な
人
柄
が
偲
ば
れ
る
が

日
本
が
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
を
傷
つ
け
た

こ
れ
に
対
す
る
反
省
が
い
ま
い
ち
不
鮮
明
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暑
さ
も
峠
を
こ
し

た
こ
ろ
、
久
し
ぶ
り

に
南
昌
山
に
登
っ
た
。

今
回
は
矢
巾
温
泉

か
ら
歩
い
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
の
歳
に

し
て
初
め
て
の
試
み

だ
っ
た
。
５
合
目
登

山
口
ま
で
車
で
移
動

と
ち
が
い
、
渓
流
の

せ
せ
ら
ぎ
な
ど
と
、

ゆ
っ
た
り
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
で
き
た
。
こ

ん
な
贅
沢
は
、
便
利

さ
や
効
率
を
求
め
て

い
て
は
で
き
な
い
。

ソ
ロ
だ
っ
た
の
で
、

ク
マ
と
の
遭
遇
に
特

別
に
気
を
つ
か
っ
た
。

だ
が
、
な
ん
と
出
会
っ

た
の
は
メ
ス
の
南
昌

ゴ
リ
ラ
だ
っ
た
。

ゴ
リ
ラ
研
究
者
の

山
極
寿
一
さ
ん
は
、

ヒ
ト
科
の
仲
間
で
あ

る
ゴ
リ
ラ
は
勝
ち
負

け
を
決
め
な
い
。
戦

争
を
回
避
す
る
に
は

ゴ
リ
ラ
に
学
べ
と
提

言
し
て
い
る
（
詳
し

く
は
共
著
「
ゴ
リ
ラ

は
戦
わ
な
い
」
な
ど
）
。

本
当
だ
ろ
う
か
。

初
対
面
の
南
昌
ゴ
リ

ラ
に
た
ず
ね
て
み
た
。

ど
う
す
れ
ば
戦
争
を

な
く
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
。
彼
女
は

「
自
分
で
考
え
行
動

し
な
さ
い
」
と
目
で

語
っ
た
。

南
昌
山
で
の
初
体

験
、
せ
っ
こ
き
肉
体

と
ぼ
ん
く
ら
頭
に
良

い
収
穫
と
な
っ
た
。

Ｈ
・
タ
ダ
オ

11

エ
ッ
チ
の
初
体
験

写真：南昌ゴリラ

―

信
号
設
定
ミ
ス

が
5
駅
で
判
明
、

残
る
駅
も
11
月
末

ま
で
に
点
検
完
了

へ
―東

急
田
園
都
市
線

梶
が
谷
駅
で
発
生
し

た
列
車
の
衝
突
・

脱
線
事
故
を
受
け
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は

緊
急
点
検
を
実
施

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
管
内

５
カ
所
の
駅
で
信
号

の
設
定
ミ
ス
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
幹
線
25

駅
と
京
阪
神
地
域
の

在

来

線

約

２

０

０

駅

の

点

検

は

完

了

し

て

お

り

、

残

る
約
５
０
０
駅
に
つ

い
て
も
11

月
末
ま
で

に
点
検
を
終
え
る
予

定
で
す
。

今
後
の
点
検
結
果

や
再
発
防
止
策
に
つ

い
て
、
透
明
性
の
あ

る
説
明
を
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
情
報
が
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。


